
３．書字の状況

①書くという行為そのものに問題がある場合

手指の巧緻性

②字をうまく覚えられていない場合



手の巧緻性の指導 １



手の巧緻性の指導 ２



手の巧緻性の指導 ３



②字をうまく覚えられていない場合の指導 １



②字をうまく覚えられていない場合の指導 ２



３．数の状況

「数の概念」

数には「序数性」と「基数性」という二つの特徴

序数性とは数の順番のこと

「序数性」とは順番を現す

「基数性」とは量的な部分を表している

通常の子どもは「序数性」の獲得に続いて後を追うように「基数性」の獲得もできる



序数性の指導

具体物を数える



１０の位取りの指導１

今お話ししていますお子さんの場合は、繰り上がり繰り下がりの計算
をより確実にするためには次の指導をしていきます。



例えば、３歳ぐらいになるとままごとを行うが、そこでの物のやりとりを通して数の概念を獲得し
てくる

軽度発達障がい児は「序数性」は獲得していても「基数性」は獲得していない子どもが多い

生活の中で数の概念を獲得すると「数と実際の数の移動」が結びついた形で獲得できる

文章題にも強くなる



Ⅴ．子どもの力を引き出すには

子どもさんがもし発達障がいを疑うような状態なら

いろいろな機関へ相談することが必要

その中で子どもさんの状態にあったところを選ぶことが必要



Ⅵ．その後の課題

小学校入学がゴールではありません

本当のゴールは社会的自立です

社会に出て立ち塞がる壁の一つ

上司や同僚とのコミュニケーションの問題



原因の一つは幼児期からの仲間作りの練習がうまくできていないことによるもの

こういった子どもさんたちのもつ根本的問題

幼児期からの取り組みが必要



引きこもりの３０％もの人が発達障がい

１１月２２日のNHKの「Nらじ」での情報

引きこもりの中の３０％もの人が発達障がいをかかえているという情報がありました

残念ながら、発達障がいであることがひきこもりの要因であることが多いと考えられます。

実際、何名かの方の情報をもっています


